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（１５）消費生活用品を使用する際、危険有害性に関する表示のどの部分を読みますか。 

 

 

 

 使用時に表示のどの部分を読むかについては、購入時とほぼ同様の傾向が見られます。 

 

 

 

（１６）同じ用途で、危険有害性に関する表示がある製品とない製品とがあった場合、どちらを買

いますか。 

 

 

 両製品とも同様の傾向が見られており、55～56%が「表示のある製品」、11%が「表示のない製品」

を購入すると回答しています。 

 

 

 

56%

55%

11%

11%

34%

34%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

漂白剤（食器用・住宅用）

殺虫剤

表示がある製品 表示がない製品 どちらとも言えない

N=934

N=912

26%

28%

86%

64%

48%

33%

24%

27%

77%

62%

47%

37%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

成分

絵表示（シンボルマーク）

「危険」、「警告」、「混ぜるな注意」

といった注意喚起語

「十分換気する」などの

使用上の注意

「目に入った場合よく洗う」

などの応急処置

その他危険有害性・

リスクに関する記載

漂白剤（食器用・住宅用）（N=875） 殺虫剤（N=871）
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（１７）表示のある製品とない製品を比較した場合、どちらがより危険有害性の高い物質を含んで

いると思いますか。 

 

 表示がある製品の方が危険有害性が高いと判断する人は、漂白剤、殺虫剤ともに 2割未満であり、

どちらとも判断できないという回答が最も多いです。「どちらとも言えない」および「わからない」

という回答を合わせると、いずれの製品についても 5割を超えています。 

 

 

（１８）同じ用途で、危険有害性に関する表示内容が異なる製品があった場合、どちらの製品を購

入しますか。 

 

○性能が同じ場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性能が同じ場合は、「危険有害性はより低いが、価格が高い製品」を購入するという回答が最も多

く（4割以上）、製品選択において、価格よりも危険有害性がより重視されている傾向が見られます。 

また、漂白剤と殺虫剤の 2製品において、特に異なる傾向は見られないです。 

 

 

 

 

16%

17%

31%

31%

38%

37% 14%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

漂白剤（食器用・住宅用）

殺虫剤

表示がある製品 表示がない製品 どちらとも言えない わからない

N=934

N=912

26%

24%

42%

45%

32%

31%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

漂白剤（食器用・住宅用）

殺虫剤

危険有害性はより高いが、価格が安い製品

危険有害性はより低いが、価格が高い製品

どちらとも言えない

N=934

N=912
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○価格が同じ場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 価格が同じ場合は、「危険有害性はより低いが、性能は劣る製品」を購入するという回答が、いず

れの製品のおいても最も多く、価格が同じ場合は、性能よりも危険有害性が重視されていると言え

ます。 

 また、殺虫剤に比べ、漂白剤ではよりその傾向が強く、5 割の人が危険有害性が低い方を購入す

ると回答しており、漂白剤の方が殺虫剤に比べ、肌や食器等に触れる確率がより高いため、その製

品の危険有害性に対して、消費者がより敏感である可能性が考えられます。 

 

 

（１９）消費生活用品には、危険有害性に関する表示は必要だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険有害性に関する表示の必要性については、過半数が「必要であるが現在の表示方法は改善が

必要である」と回答しています。また、「必要ない」という回答は、0.7%に留まっています。

26%

16%

38%

50%

36%

34%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

漂白剤（食器用・住宅用）

殺虫剤

危険有害性はより高いが、性能がより優れている製品

危険有害性はより低いが、性能はより劣る製品

どちらとも言えない

N=934

N=912

0.7%

4.0%

41.3%

54.1%

必要であり、現在の表示方法で十分である

危険有害性に関する表示は必要ない

必要であるが、現在の表示方法は改善が必要である

わからない

N=1039
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（２０）現在の表示方法はどのような点が問題だと思われますか。 

 

現在の危険有害性に関する表示方法の問題点としては、「何を意味しているのか分からない」およ

び「文字が小さくて読みにくい」という項目を半数以上の人が選択しています。 

また、その他、「情報が多すぎて何が重要か分からない」、「同じ用途でも製品によって表示方法が

異なっているため、比較できない」、「表示内容を信頼してよいか分からない」という点についても、

4割以上の人が問題であると考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.0%

54.4%

53.7%

47.6%

46.9%

46.1%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知りたい情報が
記載されていない

表示が何を意味している
のかわからない

表示の文字が
小さくて読みにくい

情報が多すぎて
何が重要かわかりにくい

同じ用途でも、製品によって表示方法が
異なっているため、比較できない

表示内容を本当に
信頼してよいかわからない

その他
N=603
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Ⅲ ＧＨＳ対応表示について 

 

ＧＨＳでは、製品に含まれている化学品の危険有害性の種類とその程度に応じて、製品の容器等に

次のようなシンボルマークがつけられます。 

 

 

 

 

 

（２１）以下のシンボルマークはそれぞれどのような危険有害性を示していると思いますか。 

 
 
（火薬類） 

 

※       は、正解を示す。 

25.1%

7.7%

19.8%

23.4%

1.1%

2.2%

6.6%

8.4%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

火薬類など

引火性／可燃性の物質、
発熱性などのある物質

他の物質を酸化する物質

高圧ガス

強い急性毒性のある物質

発がん性、生殖毒性など
慢性的に影響する物質

低い急性毒性がある物質や、
皮膚や眼などを刺激する物質

金属や皮膚を腐食する物質、
眼に対し重大な影響のある物質

水生環境に有害な物質
N=1039

ＧＨＳとは… 

Globally harmonized System of Classification and Labellng of Chemicals の略語。 

世界的に統一されたルールに従って、化学品を危険有害性の種類と程度により分類し、その情

報が一目でわかるよう、ラベルで表示したり、安全データシートを提供したりするシステムで

す。2003年に国連の勧告があり、今後世界的に導入が進むと見られています。 
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（引火性） 

（酸化性ガス類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.5%

72.6%

2.4%

6.7%

0.6%

0.7%

1.9%

1.4%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

火薬類など

引火性／可燃性の物質、
発熱性などのある物質

他の物質を酸化する物質

高圧ガス

強い急性毒性のある物質

発がん性、生殖毒性など
慢性的に影響する物質

低い急性毒性がある物質や、
皮膚や眼などを刺激する物質

金属や皮膚を腐食する物質、
眼に対し重大な影響のある物質

水生環境に有害な物質 N=1039

23.2%

11.5%

17.5%

27.2%

1.4%

1.5%

6.2%

10.7%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

火薬類など

引火性／可燃性の物質、
発熱性などのある物質

他の物質を酸化する物質

高圧ガス

強い急性毒性のある物質

発がん性、生殖毒性など
慢性的に影響する物質

低い急性毒性がある物質や、
皮膚や眼などを刺激する物質

金属や皮膚を腐食する物質、
眼に対し重大な影響のある物質

水生環境に有害な物質
N=1039
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（高圧ガス） 

 
 

（強い急性毒性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.3%

3.4%

15.6%

26.6%

1.4%

2.6%

10.2%

9.2%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

火薬類など

引火性／可燃性の物質、
発熱性などのある物質

他の物質を酸化する物質

高圧ガス

強い急性毒性のある物質

発がん性、生殖毒性など
慢性的に影響する物質

低い急性毒性がある物質や、
皮膚や眼などを刺激する物質
金属や皮膚を腐食する物質、
眼に対し重大な影響のある物質

水生環境に有害な物質 N=1039

1.3%

0.3%

1.9%

0.8%

79.4%

6.1%

5.2%

3.3%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

火薬類など

引火性／可燃性の物質、
発熱性などのある物質

他の物質を酸化する物質

高圧ガス

強い急性毒性のある物質

発がん性、生殖毒性など
慢性的に影響する物質

低い急性毒性がある物質や、
皮膚や眼などを刺激する物質

金属や皮膚を腐食する物質、
眼に対し重大な影響のある物質

水生環境に有害な物質
N=1039




